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戦争や核兵器の恐ろしさ、平和の尊さを次の世代に継承していくため、我孫子市平和事業

推進市民会議と協力し、「平和の集い ～我孫子から平和を願う～」を開催します。 

 

日時：１２月３日（日）午後１時３０分～３時４５分（開場１時） 

場所：けやきプラザホール 定員：５００人 費用：無料 

 

第１部 広島派遣中学生による報告（午後１時４０分～２時４０分） 

８月１０日～１１日に、市内中学校の代表１２人が被爆地の広島

を訪れ、戦争や原爆の恐ろしさ、平和の大切さを学びました。広島

で学んだこと・感じたことや平和について考えたことを、スライド

を交えながら発表します。 

市では、平成１７年（戦後６０年）から、市内中学校の代表者を被爆地である広島や長崎

に派遣しています。これまでに派遣した人数は、今年の派遣中学生を含め１８９人です。 

第２部 我孫子中学校演劇部「不言色
いわぬいろ

の蛍」（午後２時５５分～３時４５分） 

 日本兵とひめゆり学徒隊の生徒の実話に基づき、知覧町(鹿児島

県)の特攻隊員として飛び立つ青年たちと、特攻隊員に最後に食べて

もらう食事を作り続けた食堂の女性の心の交流を描いた物語です。 

市内中学校唯一の演劇部である我孫子中学校演劇部は、平成２５

年度から「平和の集い」で戦争や平和を題材にした劇を上演してい

ます。 

 

◎「平和の集い ～我孫子から平和を願う～」展 

○アビシルベ 

日時：１１月２２日（水）～１２月３日（日）午前９時～午後６時（最終日午後４時まで） 

内容：長崎原爆資料館所蔵「原爆被災写真パネル」展示 

○けやきプラザギャラリー１・２ 

日時：１１月２２日（水）～１２月３日（日）午前９時～午後７時（最終日午後４時まで） 

内容：中学生派遣事業や広島・長崎派遣中学生リ

レー講座の紹介、平和の木（派遣中学生や

市内小学生が書いた「平和のために自分た

ちができること」の掲示）や「子どもたち

による“平和なまち”絵画コンテスト」受

賞作品などの展示 

【問い合わせ】 

我孫子市企画総務部企画政策課 

担当：大山、仲田、稲垣、葛生 

☎ ０４－７１８５－１４２６ 

 

平和の集い ～我孫子から平和を願う～ 
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